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米
価
が
下
が
り
続
け
て
い
る
。
農
水
省
が
毎
月
公
表
す
る
「
米
に
関
す
る

マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
３
年
産
の
相
対
取
引
価
格

は
昨
年
９
月
に
１
万
４
８
７
１
円
だ
っ
た
も
の
が
、
今
年
６
月
に
は
１
万

４
３
２
８
円
に
ま
で
下
が
っ
た
。「
７
０
０
０
円
シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
き
た

07
年
を
下
回
る
勢
い
だ
。
こ
う
し
た
米
価
の
急
激
な
変
動
か
ら
稲
作
経
営

を
守
る
の
が
コ
メ
先
物
市
場
で
あ
る
。
試
験
上
場
の
最
終
年
に
入
っ
た
い

ま
、本
特
集
で
改
め
て
そ
の
価
値
を
考
え
る
。�
�
ま
�
め
�
�
�
�
�
�
�

�
�
ま
�
め
�
�
�
�
�
�
�

�
ま
�
め
�
�
�
�
�
�
�

ま
ず
は
な
ぜ
米
価
が
下
落
し
て
い
る
の

か
、
需
給
関
係
を
見
た
い
。�
米
�
関
�

�
米
�
関
�

る
マ
ン
ス
リ
ー
�
�
ー
�
�
�
�
る
�
�

�
�
ー
�
�
�
�
る
�
�

�
�
�
る
�
�

�
�
る
�
�

流
通
在
庫
量
は
６
月
末
で
２
５
５
万
t
。

適
正
在
庫
量
１
８
０
万
t
を
75
万
t
上
回

る
数
量
だ
。一
方
で
消
費
は
減
っ
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
の
米
穀
安
定
供
給
確
保
支

援
機
構
が
公
表
し
て
い
る
１
カ
月
当
た
り

の
消
費
量
を
見
る
と
、
13
年
度
（
４
月
～

翌
年
３
月
）
は
前
年
対
比
で
９
・
０
％
減
。

今
年
�
入
っ
て
か
ら
も
、
４
月
�
持
ち
直

�
ま
で
は
前
年
同
月
を
下
回
り
続
け
た
。

こ
う
し
た
中
で
�
も
な
く
収
穫
を
迎
え

る
14�

年
産
米
の
作
付
面
積
は
１
４
８
万

ha�

。
こ
れ
は
前
年
産
と
比
べ
て
４
万
ha�

減

る
も
の
の
、
国
が
示
�
生
産
数
量
目
標
よ

り
３
・
６
万
ha
多
い
。
平
年
作
と
な
れ
ば

19�

万
t�

の
供
給
過
剰
�
な
る
。
J�

A�

グ
ル

ー
プ
は
６
月
下
旬
�
内
部
で
対
策
会
議
を

開
催
。
今
後
の
対
応
�
関
�
る
検
討
メ
モ

で
は
�
過
去
�
例
を
見
な
い
水
準
ま
で
価

格
が
下
落
�
る
懸
念
が
�
る
�
と
危
機
感

を
�
ら
わ
�
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
米
価
の
急
激
な
変
動
�
備
え

る
た
め
、
11�

年
８
月
�
試
験
上
場
さ
れ
た

の
が
コ
メ
の
先
物
市
場
で
�
る
。
コ
メ
の

生
産
と
流
通
の
実
態
は
後
の
座
談
会
�
譲

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
先
物
取
引
と
は
何

か
を
お
さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。

先
物
取
引
は
理
解
�
る
の
�
難
し
い
と

思
っ
て
毛
嫌
い
し
て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ

う
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
と

り
�
え
ず
、
以
下
の
二
点
を
押
さ
え
て
お

け
ば
い
い
。

一
つ
目
の
�
イ
ン
�
は
商
品
の
受
け
渡

し
ま
で
の
期
�
が
長
い
取
引
で
�
る
と
い

う
こ
と
。
�
ら
か
じ
め
数
カ
月
先
の
売
買

契
約
を
結
ぶ
。
こ
の
点
、
売
買
が
成
立
し
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資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」

（単位：円 /玄米 60㎏、税込）
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15,169

た
ら
即
座
�
決
�
を
�

�
を
�
を
�

る
現
物
取
引
と
は
違

う
。二

つ
目
の
�
イ
ン
�

は
�
反
対
売
買
�
が
で

き
る
こ
と
。
反
対
売
買

と
い
う
の
は
、
決
�
日

ま
で
�
買
い
方
で
�
れ

ば
売
り
出
し
を
し
て
、

売
り
方
で
�
れ
ば
買
い

入
れ
を
し
て
、
取
引
関

係
を
解
消
�
る
こ
と

だ
。
た
と
え
ば
、
コ
メ

が
値
上
が
り
�
る
と
踏

ん
で
先
物
を
買
っ
た
も

の
の
、
そ
の
予
想
が
外

れ
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て

お
け
ば
大
き
な
損
失
を

被
り
そ
う
�
な
っ
た
と

�
る
。
こ
の
場
合
、
買

い
方
は
�
ぐ
�
売
り
�

出
し
て
、
先
物
取
引
か

ぬ
ぐ
え
な
い
先
安
感

図
1

年
次
別
の
米
価

受
け
渡
し
の
長
さ
と
反
対
売
買
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ら
離
脱
�
る
こ
と
で
損
失
を
抑
え
ら
れ

る
。
こ
れ
が
反
対
売
買
で
�
る
。
反
対
売

買
を
し
た
と
き
�
は
、
金
銭
の
授
受
で
決

�
を
�
る
。

を
�
る
。

先
物
取
引
と
い
う
と
投
機
の
イ
メ
ー
ジ

が
�
る
が
、
い
ま
説
明
し
た
よ
う
�
本
来

的
�
は
価
格
変
動
�
伴
う
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

（
危
機
回
避
）
が
目
的
で
�
る
。
具
体
的

�
稲
作
農
家
�
と
っ
て
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ

�
が
�
る
の
か
。
た
と
え
ば
、
作
付
け
前

�
将
来
の
現
物
相
場
が
下
が
る
と
予
想
し

た
と
�
る
。
こ
の
場
合
、
先
物
市
場
�
参

加
し
て
１
俵
当
た
り
１
万
６
０
０
０
円
で

売
り
�
出
せ
ば
、
出
来
秋
の
現
物
相
場
が

１
万
５
０
０
０
円
�
下
が
っ
た
と
し
て

も
、
先
物
で
の
契
約
ど
お
り
�
１
万
６
０

０
０
円
を
手
�
で
き
る
。

流
通
業
者
�
と
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
、
現
在
の
現
物
相
場
が
１

俵
１
万
６
０
０
０
円
で
、
将
来
は
１
万
７

０
０
０
円
�
な
る
と
予
想
し
た
と
�
る
。

�
ぐ
�
先
物
市
場
�
参
加
し
て
１
万
６
０

０
０
円
で
買
い
入
れ
れ
ば
、
予
想
の
と
お

り
�
現
物
相
場
が
１
万
７
０
０
０
円
�
な

っ
た
と
し
て
も
、
１
万
６
０
０
０
円
で
手

�
入
る
。

も
し
先
物
取
引
を
し
た
後
�
そ
の
予
想

が
外
れ
そ
う
�
な
れ
ば
、
反
対
売
買
を
�

れ
ば
損
失
を
回
避
で
き
る
。

図2：米の１人１ヵ月当たり消費量の推移

（単位：精米g、％） （内訳） （単位：精米g、％）

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

平成23年度 4,841 - 3,211 - 1,629 -

平成24年度 4,909 1.4 3,351 4.4 1,558 ▲ 4.4

平成25年度 4,466 ▲ 9.0 2,993 ▲ 10.7 1,473 ▲ 5.5

25年4月 4,779 ▲ 11.4 3,169 ▲ 13.0 1,610 ▲ 8.2 931 ▲ 7.8 679 ▲ 8.7

5月 4,574 ▲ 10.4 3,086 ▲ 9.0 1,489 ▲ 13.1 881 ▲ 10.8 608 ▲ 16.1

6月 4,575 ▲ 10.9 3,048 ▲ 11.5 1,527 ▲ 9.6 893 ▲ 11.1 634 ▲ 7.6

7月 4,373 ▲ 8.6 2,889 ▲ 8.9 1,485 ▲ 8.2 863 ▲ 8.4 622 ▲ 8.0

8月 4,233 ▲ 8.6 2,779 ▲ 11.1 1,454 ▲ 3.3 798 ▲ 6.2 656 0.6

9月 4,400 ▲ 8.7 2,990 ▲ 9.0 1,409 ▲ 8.2 812 ▲ 7.9 598 ▲ 8.4

10月 4,528 ▲ 8.2 3,048 ▲ 10.9 1,481 ▲ 2.0 866 ▲ 0.8 615 ▲ 3.6

11月 4,443 ▲ 9.6 2,972 ▲ 12.7 1,471 ▲ 2.6 829 ▲ 3.3 643 ▲ 1.4

12月 4,363 ▲ 11.2 2,863 ▲ 15.4 1,500 ▲ 2.0 850 ▲ 3.1 649 ▲ 0.8

26年1月 4,396 ▲ 7.4 2,977 ▲ 10.3 1,419 ▲ 0.7 823 ▲ 1.6 596 0.7

2月 4,587 ▲ 5.7 3,196 ▲ 6.8 1,391 ▲ 3.1 794 ▲ 6.3 596 1.2

 3月 4,338 ▲ 7.0 2,896 ▲ 9.4 1,442 ▲ 1.8 813 ▲ 1.7 629 ▲ 2.0

4月 4,986 4.3 3,529 11.4 1,457 ▲ 9.5 865 ▲ 7.1 592 ▲ 12.8

外食消費

資料：米穀機構「米の消費動向調査」
注1：ラウンドにより計算が合わない場合がある。

注3：内訳（中食消費・外食消費）の対前年比は公表数字を比較したもの。
注2：平成23年4月、5月は東日本大震災により東北6県及び茨城県は調査の対象外だった。

1カ月当たり消費量 家庭内消費 中・外食消費 中食消費

こ
の
ほ
か
先
物
市
場
�
は
�
価
格
発
見

機
能
�
も
�
る
。
つ
ま
り
、
取
引
所
が
先

物
価
格
を
公
表
�
る
こ
と
で
、
そ
れ
�
基

づ
く
取
引
が
行
な
わ
れ
、
適
正
な
価
格
が

形
成
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
多
く
の
売
り

手
と
買
い
手
が
集
ま
る
こ
と
で
、
需
給
の

動
向
や
産
地
別
の
作
付
け
、
天
気
の
様
子

な
ど
の
情
報
も
知
れ
渡
り
、
こ
れ
も
適
正

な
価
格
づ
く
り
�
役
立
つ
。

当
然
な
が
ら
先
物
市
場
は
需
給
の
安
定

�
も
つ
な
が
る
。
稲
作
経
営
者
は
先
物
価

格
を
�
ら
み
な
が
ら
コ
メ
の
作
付
面
積
を

決
め
る
よ
う
�
な
る
か
ら
だ
。

米
価
暴
騰
を
理
由
�
１
９
１
８
年
（
大

正
７
年
）
�
富
山
県
の
漁
師
の
主
婦
た
ち

が
起
こ
し
た
米
騒
動
。
米
価
政
策
の
改
革

が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、
先
物
取
引
も
全
面

停
止
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
意
�

反
し
て
米
価
は
さ
ら
�
高
騰
。
指
標
と
な

る
価
格
を
失
っ
た
こ
と
で
一
気
�
買
い
が

進
ん
だ
の
で
�
る
。
先
物
の
必
要
性
は
歴

史
が
証
明
し
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。

江
戸
時
代
�
こ
の
優
れ
た
取
引
シ
ス
テ

ム
を
世
界
で
初
め
て
登
場
さ
せ
た
の
は
大

阪
・
堂
島
の
コ
メ
商
人
で
�
る
。
そ
れ
が

い
ま
や
世
界
の
穀
物
市
場
で
活
用
さ
れ
て

い
る
。
試
験
上
場
の
最
終
年
�
入
っ
た
い

ま
、
米
価
が
急
速
�
低
迷
し
て
い
る
の
は

コ
メ
業
界
を
変
革
�
る
好
機
で
も
�
る
。

そ
の
た
め
�
業
界
関
係
者
を
挙
げ
て
い
ま

こ
そ
、
先
物
市
場
の
意
義
を
考
え
て
み
る

べ
き
と
き
で
�
る
。

図
2

米
の
1
人
1
カ
月
当
た
り

消
費
量
の
推
移

価
格
発
見
と

需
給
調
整
な
ど
の
機
能
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① 売りヘッジ（コメ価格の値下がりに備える）

コメを買い付けたが、将来、販売する時点の価格が暴落すると損
失が発生するので、それはなんとか避けたい……。

（心配）コメの現在価値が
下がること
16,000 円

販売時のコメ価格
15,000 円

（備え）先物市場で
売りヘッジ
16,000 円

現物販売と同時に
先物市場で買戻し
15,000 円

現物市場の損（機会損失）を
先物市場の益でカバー ! ！

現物市場 先物市場

現物市場

先物市場

現在

将来

価格連動性

：▲1,000 円＝15,000 円－16,000 円

：　1,000 円＝16,000 円－15,000 円

② 買いヘッジ（コメ価格の値上がりに備える）

今のコメ価格で数ヶ月先も購入することができればいいが、将来、
購入する時点の価格が暴騰し、コストが増えるのは困る……。

（心配）コメの現在価値が
上がること

現在 16,000 円

購入時のコメ価格
現在 17,000 円

（備え）先物市場で
買いヘッジ

現在 16,000 円

現物購入と同時に
先物市場で転売
現在 17,000 円

現物市場の損（機会損失）を
先物市場の益でカバー ! ！

現物市場 先物市場

現物市場

先物市場

現在

将来

価格連動性

：▲1,000 円＝16,000 円－17,000 円

：　1,000 円＝17,000 円－16,000 円

なぜ先物市場は 72 年間も上場されなかったのか？   
国による経済統制がなくなったいま、JA が強固に反
対していることが大きい。05 年には認可寸前までい
ったものの、JA によってつぶされた。しかし、民主
党に政権交代したことで、政治力が弱まった 11 年８
月、試験的であるとはいえ再上場されることになった。

それでも JA は本上場を断固許さない構えでいる。
その主な理由は、「主食であるコメを投機的なマネー
ゲームの対象とすることは食料安全保障の観点から問
題がある」ということ。しかし、そもそも価格が下が
っている中でコメは投機的なマネーゲームの対象にな
りうるであろうか。投資家にとってそれほど大きな価
値があるようには思えない。

たとえ投機の対象になったとすれば、それは日本の
稲作農家にとって歓迎すべきではないか。なぜなら、
米価が高騰すれば収入が増えるからだ。そうなれば増
産意欲が沸き、新規就農者が増えて、水田のフル活用
で耕作放棄地は減る。これこそ JA グループが望んで
いる日本農業の未来ではないのか。

それなのになぜ JA はコメ先物市場の本上場を嫌う
のか。それは農協が持っている価格決定権が危機にさ

らされるからである。
JA のコメ集荷率はおよそ 40％。だいぶ減ってきて

いるとはいえ、まだ卸への価格提示では力を持ってい
る。ところがもし、先物市場が活発になれば、それが
指標価格となって、JA が提示する米価の正当性を揺
るがすことになる。

生産者に示す概算金（仮渡し金）のあり方も問われ
ることになる。それがいかに需給を反映したものでな
いかは、12 年産が証明している。同年産は豊作だった。
それにもかかわらず、JA 全農は概算金を引き上げた。
これによって米価は高騰し、その対応に苦慮した外食・
中食業者は国産米の使用量を減らした。持ち越された
コメは在庫量をさらに膨らませた。これが現在の米価
低迷を招いた要因である。

JA は、政治家や農水省と癒着してコメの構造改革
を阻んできた。コメこそ JA の政治力の源泉である。
そこに風穴を開けられることは JA にとって何として
も避けたい事態である。裏を返せば、先物市場の本上
場が果たされれば、コメの構造改革は大きく進むこと
になる。

コメの先物取引について学びたい方のため、大阪堂島商品取引所は勉強会を大
阪市で開催している。日時は毎週水曜日（要事前予約）。また、法人向けに出張訪
問も受け付けている。10 人以上であれば、地方出張も受け付ける。いずれも無料。

出
典

大
阪
堂
島
商
品
取
引
所
の
資
料

COLUMN

先物取引の概略図

連絡先は次のとおり
大阪堂島商品取引所��TEL０６（６５３１）７９３１
　�取引所���所��取引所���所��TEL０３（４３３４）２１８５
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は
な
い
で
し
ょ
う
か
�と
主
張
。
た
だ
、農

業
者
は
リ
ス
ク
回
避
の
こ
と
ば
か
り
を
考

え
て
い
る
と
、
そ
ち
ら
�
力
が
入
っ
て
し

ま
い
、
肝
心
な
生
産
が
お
ろ
そ
か
�
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
�
な
る
可
能
性
も
�
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
農
業
者
の
場
合
、

農
業
者
の
場
合
、

者
の
場
合
、

先
物
の
管
理
が
し
っ
か
り
で
き
る
こ
と
な

ど
経
営
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
き
ち
ん
と

し
て
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
�と
し
た
。

栃
木
県
小
山
市
の
農
業
者
G
は
、�
単
純

�
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
。
む
や
み
�
売
り
先
を

増
や
�
の
は
難
し
い
が
、
先
物
で
の
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
な
ら
実
際
の
売
買
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
も
大
丈
夫
だ
か
ら
�
と
語
る
。

今
回
、
聞
き
取
り
を
し
た
稲
作
経
営
者

た
ち
か
ら
は
、�
米
は
食
糧
、
一
般
消
費

財
と
は
違
う
�
な
ど
先
物
を
否
定
�
る
声

も
�
っ
た
。
た
だ
、
半
数
以
上
は
そ
の
必

要
性
を
認
め
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
先
物
を
利
用
�
る
農
業
者

農
業
者者

は
少
な
い
の
か
？　

前
出
の
農
業
者
E

は
、�
シ
ス
テ
ム
を
正
し
く
理
解
し
て
い

な
い
か
ら
。
た
と
え
ば
、
輸
送
の
運
賃
は

誰
が
持
つ
の
か
、
現
物
は
い
つ
渡
�
の
か

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
そ

れ
�
い
ま
ま
で
は
秋
の
価
格
が
高
か
っ
た

か
ら
�
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
は

米
価
が
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る

の
で
、
先
物
�
参
加
し
て
経
営
を
安
定
さ

せ
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
30
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
よ
う
�
大
阪
堂
島
商
品
取
引

所
が
先
物
市
場
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い

る
の
で
、
そ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
�
利

用
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

と
は
い
え
、
先
物
市
場
は
�
く
ま
で
も

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
一
手
段
�
過
ぎ
な
い
。

低
米
価
や
農
協
改
革
な
ど
を
受
け
、
今
年

か
ら
コ
メ
の
構
造
改
革
が
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
、
稲
作
経
営
者
た
ち
は
ほ
か

�
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
考
え
て

い
る
の
か
。
前
出
の
農
業
者
D
は
、�
�

る
１
人
の
田
ん
ぼ
の
圃
場
が
�
ち
こ
ち
�

分
散
�
る
の
は
、
水
害
対
策
で
�
っ
た
と

い
う
こ
と
で
�
が
、
同
じ
意
味
で
、
先
手

を
打
っ
て
育
苗
な
ど
を
分
散
�
る
形
�
し

て
い
ま
�
。
今
年
は
特
�
超
遅
出
し
野
菜

類
の
育
苗
�
苦
労
し
ま
し
た
。
例
年
�
な

い
失
敗
の
連
続
で
し
た
ね
�
と
語
る
。
同

じ
く
前
出
の
農
業
者
A
は
、�
生
産
原
価

の
分
析
、
農
地
の
面
的
集
積
、
農
業
情
報

の
取
得
分
析
�
�
�
る
と
い
う
。
こ
の
ほ

�
�
る
と
い
う
。
こ
の
ほ

と
い
う
。
こ
の
ほ

か
、
計
画
的
な
直
販
、
販
売
先
の
多
元
化
、

経
営
の
多
角
化
、
複
合
経
営
、
独
自
の
農

産
物
づ
く
り
な
ど
の
回
答
が
�
っ
た
。

農
業
界
で
は
、
先
物
は
投
機
的
な
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
の
対
象
�
な
る
恐
れ
が
�
る
と

い
う
噂
が
流
布
し
て
い
る
。
こ
れ
を
�
一

部
の
金
持
ち
�
よ
る
投
機
目
的
で
の
参
加

は
な
い
�
と
一
蹴
�
る
の
は
、
新
潟
市
の

農
業
者
A
だ
。�
出
来
秋
�
お
け
る
価
格

動
向
の
予
測
と
生
産
販
売
計
画
と
し
て
活

用
し
た
い
人
が
�
れ
ば
い
い
こ
と
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
使
わ
な
け
れ
ば
い
い
�
と
言

い
切
る
。

以
下
、
先
物
を
必
要
と
�
る
人
た
ち
の

意
見
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
大
義
�
つ
い

て
、�
市
場
の
活
性
化
の
た
め
。
米
を
食

料
安
保
の
材
料
と
し
な
い
で
商
品
と
�

る
。
食
料
の
確
保
は
必
要
だ
が
、
一
部
団

体
の
利
権
と
は
無
関
係
�
�
る
べ
き
だ
�

と
言
う
の
は
岡
山
市
の
農
業
者
B
。
千
葉

県
柏
市
の
農
業
者
C
は
、�
お
米
の
本
当

の
意
味
で
の
価
格
�
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
農
業
者
�
は
見
え

な
い
流
通
で
多
く
の
価
格
が
決
ま
る
よ
り

は
い
い
の
で
は
な
い
か
�。
同
我
孫
子
市

の
農
業
者
D
も
、�
気
象
変
動
の
リ
ス
ク

分
散
、正
し
い
価
格
安
定
の
た
め
�
必
要
�

と
農
業
者
C
と
同
じ
よ
う
な
意
見
だ
。
秋

田
県
大
仙
市
の
農
業
者
E
は
、
コ
メ
の
輸

出
促
進
�
は
必
要
だ
と
主
張
�
る
。�
海

外
か
ら
買
い
が
入
れ
ば
ジ
ャ
�
ニ
カ
米
の

世
界
市
場
�
な
る
。
い
く
ら
で
取
引
で
き

る
の
か
が
わ
か
れ
ば
、
輸
出
し
た
い
と
い

う
農
家
は
増
え
る
だ
ろ
う
�

農
業
経
営
�
お
け
る
先
物
の
意
味
�
つ

い
て
岐
阜
県
大
垣
市
の
農
業
者
F
は
、�
企

業
や
卸
�
と
っ
て
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
�

必
要
。
取
引
の
大
き
い
経
営
ほ
ど
必
要
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

稲
作
経
営
者
が
考
え
る
コ
メ
先
物
取
引

編
集
部
で
は
、
企
画
の
進
行
に
先
立
っ
て
稲
作
経
営
者
を
対
象
に
コ
メ
先
物
取
引
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
�
、
多
く
の
稲
作
経
営
者
が
先
物
に
市

場
の
活
性
化
や
農
業
経
営
の
発
展
の
た
め
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

市
場
の
活
性
化
、
米
価
の
透
明
性
、

輸
出
促
進

農
家
理
解
の
促
進
が
普
及
の
カ
ギ



８
月
初
め
、「
コ
メ
先
物
市
場
は
コ
メ
の

産
業
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
う
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
東
京
都
内
で
座
談
会
を
開
い
た
。
米

穀
�
聞
社
の
熊
野
孝
文
記
者
を
進
行
役

に
、
�
潟
ゆ
う
き
の
佐
藤
正
志
社
長
、
千

�
み
ず
ほ
の
千
�
久
法
社
長
、
本
誌
編
集

長
の
昆
吉
則
が
語
り
合
っ
た
。。

コ
メ
先
物
市
場
は

コ
メ
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
に

な
り
う
る
か
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さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
平
成
23
年

８
月
�
よ
う
や
く
試
験
上
場
と
い
う
格
好

で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
�
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
２
年
後
�
東
京
穀
物
商
品
取

引
所
が
経
営
不
振
で
解
散
�
な
り
、
大
阪

堂
島
商
品
取
引
所
�
一
括
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤　

先
物
は
相
場
を
見
る
の
�
必
要
で

�
よ
ね
。
以
前
は
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
が

�
っ
て
、
コ
メ
の
相
場
は
見
え
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
全
農
が
利
用
し
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
23
年
�
閉
鎖
さ
れ
、
標
準
相
場
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

全
農
は
24
年
産
と
25
年
産
の
仮
渡
し
金
を

高
く
設
定
し
ま
�
。
そ
の
お
か
し
さ
を
県

の
再
生
協
で
指
摘
し
ま
し
た
ら
、
�
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
ん
で
�
。

熊
野　

と
い
う
と
？

佐
藤　

26
年
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分

ル
ー
ル
を
決
め
る
会
議
で
の
こ
と
で
�
。

私
も
メ
ン
バ
ー
で
�
か
ら
、
少
し
遅
れ
ま

し
た
け
ど
参
加
し
た
ん
で
�
ね
。
到
着
し

た
ら
、
ち
ょ
う
ど
新
潟
県
内
の
認
定
農
業

者
の
会
の
代
表
で
70
歳
を
越
え
た
方
が
息

巻
い
て
こ
ん
な
発
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

�
コ
シ
ヒ
カ
リ
�
が
余
っ
て
い
る
か
ら
ほ

か
の
品
種
を
作
れ
と
い
う
が
、
25
年
産
の

価
格
で
も
安
�
ぎ
る
。
も
っ
と
高
く
し
な

い
と
我
々
は
作
ら
な
い
と
。
そ
れ
を
聞
い

て
驚
き
ま
し
て
ね
、
こ
の
男
は
何
を
言
っ

熊
野　

ま
ず
は
簡
単
�
自
己
紹
介
を
し
ま

�
。
私
ど
も
米
穀
新
聞
社
の
創
刊
は
昭
和

27
年
９
月
で
�
が
、
こ
れ
�
は
意
味
が
�

り
ま
�
。
戦
時
中
の
統
制
経
�
で
先
物
市

場
は
閉
め
ら
れ
て
い
た
ん
で
�
が
、
戦
後

ヤ
マ
タ
ネ
の
先
代
で
�
る
山
崎
種
二
さ
ん

ら
が
奔
走
し
ま
し
て
、
東
京
穀
物
商
品
取

引
所
の
再
開
�
こ
ぎ
着
け
た
の
が
昭
和
27

年
の
10
月
な
ん
で
�
。
そ
の
東
穀
取
の
業

務
部
長
が
米
穀
新
聞
社
を
創
刊
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
先
物
と
は
大
変
�
縁
の
深
い

会
社
な
ん
で
�
。
た
だ
、
戦
後
�
な
っ
て

先
物
は
小
豆
を
手
始
め
�
再
開
さ
れ
て

い
っ
た
ん
で
�
が
、
コ
メ
は
72
年
�
上
場

需
給
無
視
の
い
び
つ
な
高
米
価

座　談　会
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コ
メ
先
物
、

本
上
場
せ
よ
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て
い
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
そ
れ
�
反
論
�

る
格
好
で
私
も
発
言
し
ま
し
た
。む
し
ろ
、

24
年
と
25
年
は
高
�
ぎ
て
、
流
通
が
機
能

不
全
を
起
こ
し
て
い
る
。
価
格
を
設
定
�

る
�
�
た
っ
て
は
市
場
を
踏
ま
え
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
っ
て
。
そ
の
場
�
い
た
全

農
の
方
�
も
強
く
言
い
ま
し
た
。
昨
年
、

仮
渡
し
金
を
高
く
し
た
お
か
げ
で
、
た
し

か
�
全
農
の
集
荷
率
は
上
が
っ
た
で
し
ょ

う
。
で
も
、
集
荷
し
た
責
任
は
売
り
切
る

こ
と
で
し
ょ
う
、
そ
の
責
任
は
ど
う
�
る

ん
で
�
か
っ
て
。

熊
野　

先
物
の
こ
と
を
話
�
前
�
農
協
改

革
の
話
を
先
�
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
�

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
物
市
場
は
10
月

限
で
は
９
０
０
０
円
を
割
っ
て
き
ま
し

た
。
改
革
と
値
段
と
い
う
の
は
リ
ン
ク
し

て
い
る
と
見
て
い
ま
�
か
？

千
田　

い
え
、
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
�

く
ま
で
も
需
給
で
決
ま
り
ま
�
か
ら
。
こ

の
在
庫
状
況
な
ら
先
安
で
�
よ
ね
と
。
25

年
産
は
昨
年
秋
の
段
階
で
原
価
が
決
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
と
先
物
の
東
京
市
場
の
フ

�
ー
ム
で
�
ね
、
こ
れ
が
関
東
コ
シ
が
基

準
�
な
っ
て
い
た
。
10
月
か
ら
は
何
で
も

�
り
の
国
産
米
１
等
で
�
よ
と
な
る
と
、

底
値
の
指
標
が
出
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
国

内
の
在
庫
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き

ま
ま
で
は
農
協
の
組
合
長
を
含
め
て
マ
ー

ケ
ッ
�
を
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
人
た
ち

が
価
格
を
決
め
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
市

場
が
受
け
入
れ
な
い
ほ
ど
の
価
格
を
付
け

た
結
果
、
�
�
優
先
で
値
段
が
下
が
っ
た

わ
け
で
�
。

熊
野　

流
通
業
者
�
も
大
き
な
影
響
が
�

り
ま
�
よ
ね
。

千
田　

流
通
業
者
と
い
う
よ
り
、
個
々
の

生
産
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

彼
ら
は
生
産
目
標
数
量
を
減
ら
さ
れ
て
い

ま
�
。
た
だ
、
勘
違
い
し
て
い
ま
�
ね
。

つ
ま
り
、
生
産
目
標
数
量
を
守
れ
ば
、
米

価
は
維
持
さ
れ
、
買
っ
て
も
ら
え
て
当
然

だ
と
。
農
協
の
組
合
長
た
ち
は
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
そ
う
で
�
。
生
産
目
標

を
守
っ
た
の
�
、
な
ぜ
こ
ん
な
仕
打
ち
を

受
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
、
こ
ん
な
価

格
で
は
全
農
も
い
ら
な
け
れ
ば
全
中
も
い

ら
な
い
と
。
そ
れ
で
26
年
産
�
つ
い
て
は

よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
、
頭
を
下
げ
て
い
る

そ
う
で
�
。
ま
だ
誰
か
が
何
と
か
し
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

熊
野　

だ
っ
て
中
米
業
者
だ
っ
て
ど
っ
か

の
先
生
（
代
議
士
）
が
出
る
と
言
っ
て
い

る
わ
け
だ
か
ら
、
困
れ
ば
御
上
頼
み
な
ん

で
�
。
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

マ
ー
ケ
ッ
�
を
わ
か
っ
て
い
る
流
通
業
者

が
も
っ
と
発
言
�
べ
き
で
�
よ
ね
。
在
庫

が
ど
れ
く
ら
い
�
る
か
わ
か
っ
て
い
る
の

�
何
も
言
わ
ず
、
い
ざ
在
庫
を
抱
え
た
と

き
�
な
っ
て
初
め
て
騒
ぎ
立
て
る
わ
け
で

�
か
ら
。

千
田　

流
通
業
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
現

物
屋
な
ん
で
�
。
�
ま
り
う
る
さ
く
言
う

と
モ
ノ
が
回
っ
て
こ
な
い
の
で
困
る
。
だ

か
ら
、
昔
な
が
ら
の
や
り
方
を
飲
ま
ざ
る

を
得
な
い
ん
で
�
。
で
も
、
熊
野
さ
ん
の

指
摘
は
そ
の
と
お
り
で
�
。
ま
ず
は
マ
ー

ケ
ッ
�
の
状
態
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。
そ

れ
か
ら
卸
も
年
�
の
安
定
供
給
は
し
ま
�

が
、
価
格
が
合
わ
な
け
れ
ば
足
り
な
く
な

る
こ
と
も
�
る
わ
け
で
�
。
そ
の
と
き
�

は
違
う
銘
柄
の
も
の
�
変
え
て
く
だ
さ
い

と
主
張
�
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
流

通
業
者
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
た
め
の

努
力
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
産
地
が

出
し
て
く
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
売
っ
て
し

ま
っ
て
、
同
質
化
競
争
�
な
っ
て
い
ま
し

た
。
�
で
�
消
耗
戦
�
入
っ
て
い
る
ん
だ

と
い
う
自
覚
を
関
係
者
挙
げ
て
持
つ
べ
き

で
�
ね
。

佐
藤　

生
産
者
も
甘
え
て
い
る
ん
で
�
。

国
は
、
主
食
以
外
�
作
付
け
を
誘
導
し
よ

う
と
し
て
多
額
の
補
助
金
を
投
じ
て
い
ま

�
け
ど
、財
政
上
長
続
き
し
な
い
で
�
よ
。

昆　

一
番
の
問
題
は
農
協
、
そ
れ
か
ら
生

産
者
。
食
管
法
が
な
く
な
っ
て
何
年
経
っ

た
と
思
っ
て
い
る
の
っ
て
。
こ
ん
な
馬
鹿

げ
た
こ
と
が
続
い
て
い
る
こ
と
自
体
が
異

常
で
�
り
、
自
分
た
ち
の
首
を
絞
め
て
い

�
底
値
っ
て
ど
こ
な
ん
で
�
か
、
こ
れ
を

探
り
�
入
っ
た
と
思
う
ん
で
�
ね
。
そ
れ

で
10
月
限
か
ら
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
�
ね
。

熊
野　

も
ち
ろ
ん
需
給
は
基
本
な
ん
で
�

が
、
10
月
限
の
先
物
で
９
０
０
０
円
を

割
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
つ
ま
り
、
�
の

値
段
で
売
る
人
は
い
る
ん
で
�
よ
。
そ
の

思
惑
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
農
協
改

革
だ
と
思
う
ん
で
�
。
も
は
や
全
農
は
米

価
を
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
全
中

が
６
月
�
内
部
会
議
で
出
し
た
ペ
ー
パ
ー

を
見
ま
し
た
か
？　

共
同
計
算
方
式
が
成

り
立
た
な
く
な
る
と
書
い
て
�
る
わ
け
で

�
。
全
農
の
入
札
�
し
て
も
各
県
自
由
�

や
り
な
さ
い
と
い
う
言
い
方
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
全
国
的
な
共
同
計
算
は
で
き
な
く

な
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

新
潟
県
は
概
算
金
を
出
�
ん
で
�
ね
、
意

地
が
�
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。　

佐
藤　

そ
れ
も
�
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一

つ
の
理
由
は
農
協
が
農
家
か
ら
代
金
回
収

�
る
た
め
で
�
よ
ね
。
つ
ま
り
、
口
座
�

概
算
金
を
入
金
�
る
の
と
同
時
�
、
農
家

�
売
っ
た
資
材
費
な
ど
を
差
し
引
け
る
。

熊
野　

た
し
か
�
い
ま
ま
で
は
そ
れ
で
よ

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
水
面
下
で

は
カ
ン
�
リ
ー
エ
�
ベ
ー
タ
ー
を
�
�
�

売
却
し
て
い
る
農
協
も
出
て
い
ま
�
。
26

年
産
か
ら
は
通
用
し
な
く
な
る
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

千
田　

そ
れ
は
�
る
と
思
い
ま
�
ね
。
い

ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
の

構
造
改
革
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る
ん
だ
と
。

佐
藤　

逆
�
言
え
ば
政
策
は
変
わ
っ
て
き

た
け
ど
、
そ
れ
で
も
コ
メ
業
界
の
人
た
ち

は
何
と
か
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
�
。
だ

か
ら
、
在
庫
を
抱
え
て
も
い
ず
れ
国
か
ら

支
援
が
出
る
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
�

よ
。

熊
野　

農
水
省
の
コ
メ
政
策
は
改
革
し
な

い
と
駄
目
で
�
ね
。
い
ま
だ
�
じ
ゃ
ん

じ
ゃ
ん
と
カ
ネ
を
ぶ
っ
こ
ん
で
、
�
ら
ゆ

る
生
産
者
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
�
。
一

方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
�
イ
ン
と
言
っ
て
い
る

ん
で
�
か
ら
、矛
盾
だ
し
詐
欺
�
等
し
い
。

補
助
金
の
ば
ら
ま
き
を
止
め
な
い
限
り
、

生
産
者
の
意
識
は
絶
対
�
変
わ
ら
な
い
。

昆　

国
を
挙
げ
て
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
起

こ
さ
せ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ
れ

じ
ゃ
、
ま
と
も
�
な
れ
る
わ
け
は
な
い
で

�
よ
。

千
田　

行
政
も
生
産
者
も
頭
の
中
は
い
ま

だ
�
食
管
法
な
ん
で
�
。
困
っ
た
事
態
�

な
っ
た
ら
、
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。
ま
る
で
親
か
ら
小
遣
い

を
も
ら
っ
て
い
た
小
学
生
が
ど
ん
ど
ん
と

大
き
く
な
り
、
リ
タ
イ
ア
し
て
70
歳
を
越

え
て
ま
で
小
遣
い
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う

な
印
象
で
�
（
笑
）。
道
の
真
ん
中
で
大

の
字
�
な
っ
て
ジ
タ
バ
タ
と
騒
げ
ば
、
小

遣
い
を
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で
�

ね
。

佐
藤　

戸
別
所
得
補
償
制
度
か
ら
経
営
安

定
対
策
�
名
前
が
変
わ
っ
て
、
固
定
払
い

が
１
万
５
０
０
０
円
か
ら
７
５
０
０
円
と

半
分
�
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
�
生
産
者
は

右
往
左
往
し
て
い
ま
�
。
で
も
、
補
助
金

�
頼
ら
な
い
と
い
け
な
い
経
営
で
�
る
こ

と
自
体
が
大
き
な
問
題
な
ん
で
�
よ
。
こ

こ
ま
で
き
た
ら
、
も
は
や
ソ
フ
�
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
�
り
え
な
く
て
、
ハ
ー
ド
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
か
な
い
な
と
思
い
ま
�
。

我
々
も
含
め
て
、
ど
ん
底
�
落
と
さ
れ
て

か
ら
は
い
上
が
る
し
か
な
い
状
況
で
�
。

昆　

今
年
の
秋
は
ハ
ー
ド
ラ
ン
ニ
ン
グ
�

な
り
ま
�
か
？

佐
藤　

な
る
可
能
性
が
高
い
で
�
。

熊
野　

先
物
市
場
で
値
段
を
決
め
る
し
か

な
い
で
�
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
の
を
見
据

え
て
、
生
産
現
場
も
必
然
的
�
変
わ
る
の

で
は
。

佐
藤　

変
わ
り
ま
�
ね
。
米
価
が
下
が
る

こ
と
で
経
営
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
人
が

た
く
さ
ん
出
て
き
ま
�
。
む
し
ろ
、
専
業

農
家
は
耐
え
ら
れ
な
く
て
、
ほ
か
�
収
入

が
�
る
兼
業
農
家
は
強
い
。
で
も
、
作
業

効
率
を
上
げ
る
た
め
�
、
農
政
で
は
担
い

手
�
農
地
を
集
積
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

�
ね
。
果
た
し
て
そ
れ
が
う
ま
く
い
く
か

と
い
う
と
、
も
の
�
ご
い
疑
問
で
�
。

熊
野　

こ
こ
で
わ
か
り
や
�
く
先
物
の
機

能
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
要
�
る
�
時
空

を
越
え
た
取
引
が
で
き
る
。
そ
れ
と
モ
ノ

の
品
位
、
銘
柄
の
格
差
を
組
み
合
わ
せ
た

取
引
が
で
き
る
。将
来
の
価
格
が
見
え
て
、

所
得
が
確
定
し
て
、
保
管
料
も
必
要
な
い

と
い
う
革
命
的
な
取
引
な
ん
で
�
。
そ
れ

な
の
�
な
ぜ
農
協
は
先
物
�
反
対
�
る
ん

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い

で
�
よ
ね
。

昆　

先
物
�
よ
っ
て
農
協
は
価
格
決
定
権

を
失
う
の
が
怖
い
ん
で
し
ょ
う
。

熊
野　

簡
単
�
い
え
ば
生
産
現
場
の
構
造

改
革
が
進
む
の
が
嫌
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
、
自
然
�
作
る
人
は
い
な
く
な
っ
て

い
き
ま
�
か
ら
、
自
ず
と
構
造
改
革
は
進

む
で
し
ょ
う
。

佐
藤　

そ
う
思
い
ま
�
。

熊
野　

そ
の
と
き
�
佐
藤
さ
ん
み
た
い
�

販
売
力
が
�
る
人
は
そ
れ
で
い
い
。た
だ
、

多
く
の
人
は
そ
う
で
は
な
い
で
�
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
先
物
を
活
用
�
る
以
外
�
方
法

は
な
い
と
思
う
ん
で
�
。

昆　

別
�
�
べ
て
の
コ
メ
を
入
れ
る
必
要

は
な
く
て
、
半
分
と
か
３
分
の
１
を
入
れ

る
と
い
う
と
こ
ろ
�
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
�

る
わ
け
で
。

熊
野　

今
度
で
�
ね
、
農
産
物
検
査
法
が

改
正
�
な
り
ま
�
。
そ
れ
で
画
像
解
析
で

の
検
査
が
可
能
�
な
る
と
私
は
思
っ
て
い

る
ん
で
�
。
そ
う
な
っ
た
と
き
�
一
気
�

変
わ
り
ま
�
よ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

い
ま
�
と
、
コ
メ
を
卸
�
販
売
�
れ
ば
、

現
金
�
な
る
ま
で
の
手
続
き
が
面
倒
じ
ゃ

な
い
で
�
か
。
そ
れ
を
画
像
解
析
で
で
き

る
よ
う
�
な
れ
ば
、
A
と
い
う
大
き
な
倉

庫
屋
�
入
れ
た
ら
画
像
で
�
ぐ
�
解
析
し

て
、
そ
れ
を
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
�
�

る
。
そ
う
な
れ
ば
瞬
時
�
換
金
で
き
ま
�

㈱
米
穀
新
聞
社　

記
者

熊
野 

孝
文

先
物
を
活
用
す
べ
し
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よ
。
流
動
性
は
高
ま
る
わ
け
で
、
ど
ん
な

農
家
で
も
手
軽
�
先
物
で
換
金
で
き
ま

�
。
現
物
の
場
合
だ
と
保
管
料
な
ど
お
金

を
食
い
ま
�
か
ら
。
米
価
下
落
の
責
任
を

国
も
全
農
も
負
わ
な
い
と
な
っ
た
ら
、
そ

の
影
響
は
最
終
的
�
は
生
産
者
�
行
き
ま

�
。
そ
れ
を
防
ぐ
�
は
、
こ
の
市
場
�
お

金
が
入
る
仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
仕
方
な

い
。
検
査
法
の
全
面
改
正
は
２
年
後
と
踏

ん
で
い
る
ん
で
�
が
、
生
産
者
が
自
分
た

ち
で
市
場
を
つ
く
る
よ
う
�
し
な
い
と
、

日
本
の
コ
メ
農
家
は
育
っ
て
い
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
か
ら
政
府
が
26
年
産
の
備
蓄
米

の
事
前
買
受
を
し
た
じ
ゃ
な
い
で
�
か
。

佐
藤　

そ
う
で
し
た
ね
。

熊
野　

�
れ
で
政
府
か
ら
お
金
が
入
る
12

月
ま
で
待
た
な
く
て
も
�
ぐ
�
銀
行
で
金

�
換
え
ら
れ
た
ん
で
�
よ
。
ど
う
い
う
こ

と
か
っ
て
い
っ
た
ら
、
コ
メ
の
売
買
証
明

書
は
担
保
�
な
る
ん
で
�
ね
。
な
ぜ
な
ら

政
府
が
買
い
手
だ
か
ら
。
こ
の
仕
組
み
を

み
な
さ
ん
で
つ
く
れ
ば
い
い
ん
で
�
、
具

体
的
�
こ
う
い
う
話
を
し
て
い
ま
�
。

カ
ー
ギ
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
で
�
ね
、
大
潟
村

の
生
産
者
組
織
と
26
年
産
の
�
�
き
た
こ

ま
ち
�
を
買
う
と
い
う
契
約
を
し
た
。
そ

れ
が
１
万
１
０
０
０
円
と
し
た
と
き
�
、

大
潟
村
農
協
が
そ
の
契
約
�
融
資
�
る

と
。
そ
の
証
券
は
カ
ー
ギ
ル
が
買
っ
て
、

た
と
え
ば
そ
れ
を
先
物
市
場
で
８
６
０
０

円
で
売
る
ん
で
�
よ
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
カ
ー
ギ
ル
は
自
社
の
責

任
で
銘
柄
�
格
差
を
設
定
し
て
そ
の
鞘
取

を
�
る
わ
け
で
�
。

昆　

ち
ょ
っ
と
よ
く
理
解
で
き
な
い
ん
で

�
け
ど
。

熊
野　

こ
れ
は
ベ
ー
シ
ス
取
引
の
基
本
で

�
。
日
本
の
コ
メ
は
い
ろ
ん
な
銘
柄
が
�

り
、
格
差
が
�
る
。
先
物
市
場
の
東
京
コ

メ
は
10
月
か
ら
ど
ん
な
コ
メ
で
も
、
国
産

の
１
等
米
な
ら
何
で
も
よ
し
と
�
る
わ
け

で
�
。
当
然
一
番
安
い
コ
メ
が
渡
っ
て
く

る
わ
け
で
�
よ
ね
。
想
定
さ
れ
る
の
は
群

馬
や
埼
玉
の
１
等
米
。
そ
の
１
等
米
が
８

６
０
０
円
と
し
た
ら
、�
�
き
た
こ
ま
ち
�

は
い
く
ら
の
現
物
市
場
で
取
引
で
き
る
か

を
自
分
た
ち
で
想
定
�
る
ん
で
�
よ
。
た

と
え
ば
、
埼
玉
の
雑
が
８
６
０
０
円
と
�

る
じ
ゃ
な
い
で
�
か
。
そ
の
と
き
�
新
潟

の
�
コ
シ
ヒ
カ
リ
�
が
い
く
ら
か
と
い
う

格
差
を
読
め
れ
ば
ヘ
ッ
ジ
が
で
き
る
わ
け

で
�
。
で
�
か
ら
、
基
本
は
現
物
を
持
っ

て
い
る
人
が
一
番
強
い
。
本
当
は
生
産
者

が
一
番
活
用
�
べ
き
で
�
。
こ
う
し
た
使

い
方
を
マ
ス
タ
ー
で
き
れ
ば
鬼
�
金
棒
で

し
ょ
う
ね
。

昆　

と
こ
ろ
で
稲
作
経
営
者
の
も
と
�
は

い
ま
、
５
ha
だ
と
か
20�

ha
だ
と
か
、
こ
う

い
う
勢
い
で
農
地
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る

で
し
ょ
。
頼
ま
れ
た
ら
、
み
ん
な
断
れ
な

い
。
こ
れ
は
学
者
た
ち
も
誤
解
し
て
い
る

ん
で
�
が
、
規
模
拡
大
�
れ
ば
コ
ス
�
が

下
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
往
々
�

し
て
上
が
っ
て
し
ま
う
ん
で
�
よ
ね
。
だ

か
ら
、
規
模
拡
大
�
る
�
は
技
術
面
で
の

対
応
も
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
先
物
み
た
い

な
こ
と
も
セ
ッ
�
で
や
ら
な
い
と
水
田
経

営
な
ん
か
本
当
�
危
う
い
で
�
よ
ね
。

佐
藤　

そ
れ
は
私
も
感
じ
て
い
ま
�
よ
。

い
ま
持
っ
て
い
る
施
設
と
機
械
、
人
�
を

最
大
限
�
稼
働
さ
せ
た
と
し
て
も
、
こ
れ

以
上
の
規
模
拡
大
は
無
理
が
�
る
。で
は
、

次
の
投
資
を
�
る
か
と
い
え
ば
、
１
５
０

ha
�
な
る
か
２
０
０
ha
�
な
る
か
で
投
資

規
模
が
ま
っ
た
く
違
う
わ
け
で
�
よ
。
そ

れ
�
米
価
の
先
行
き
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら

な
い
。
そ
ん
な
な
か
で
投
資
を
�
る
の
は

怖
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
�
。

昆　

だ
け
ど
で
�
よ
、
米
価
が
下
が
る
こ

と
を
想
定
�
る
の
は
経
営
者
で
�
よ
ね
。

米
価
の
ラ
イ
ン
を
ど
こ
で
引
く
か
、
た
と

え
ば
８
０
０
０
円
以
下
と
か
。
そ
こ
�
指

標
を
置
い
て
お
い
て
、
こ
れ
で
成
り
立
つ

経
営
基
盤
と
は
何
か
を
考
え
る
の
が
経
営

者
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
ん
で
�
。

佐
藤　

た
し
か
�
、
そ
の
�
た
り
は
わ

か
っ
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る

か
ら
問
題
な
ん
で
�
。
も
う
一
つ
地
域
性

の
問
題
も
�
る
ん
で
�
よ
。
た
と
え
ば
小

作
料
。
私
た
ち
の
村
上
市
で
は
非
常
�
高

い
。
そ
れ
を
い
か
�
下
げ
る
か
と
い
う
の

を
、
私
は
仲
�
と
一
緒
�
話
し
合
っ
て
い

ま
�
。
下
げ
ら
れ
な
い
要
因
を
探
る
と
土

拡
大
す
る
規
模
へ
の
対
応

㈱
新
潟
ゆ
う
き　

代
表

佐
藤 

正
志
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地
改
良
の
賦
課
金
�
行
き
当
た
る
わ
け
で

�
。
そ
れ
を
下
げ
る
よ
う
�
努
力
し
て
い

ま
�
。農
政
調
査
員
�
ご
足
労
を
願
っ
て
、

小
作
料
の
調
査
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

�
。
こ
れ
か
ら
農
地
中
�
管
理
機
構
が
動

き
出
�
と
、
そ
こ
が
借
り
上
げ
る
わ
け
で

�
よ
。

昆　

そ
う
な
る
と
高
い
地
代
が
固
定
化
し

か
ね
な
い
で
�
よ
ね
。

佐
藤　

そ
の
と
お
り
で
�
。
だ
か
ら
、
適

正
な
価
格
を
設
定
し
て
お
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
他
の
生
産
者
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

昆　

そ
う
な
ん
で
�
。
だ
か
ら
、
ハ
ー
ド

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
起
き
な
い
限
り
、
地
代

な
ん
て
下
が
ら
な
い
ん
で
�
よ
。

佐
藤　

そ
れ
�
主
食
用
米
の
国
内
需
要
は

減
る
ん
で
�
か
ら
、
海
外
市
場
を
開
拓
�

べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
意
見
な
ん

で
�
。
そ
の
た
め
�
ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
を

通
じ
て
１
３
０
t
を
輸
出
�
る
段
取
り
を

進
め
て
い
ま
�
。
昨
年
、
政
府
備
蓄
米
�

１
２
０
t
を
エ
ン
�
リ
ー
し
て
、
今
年
は

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
予
定
し
て
い
た
ん
で

�
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
備
蓄
米
は
全
農
が

独
占
し
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
入
る
余
地

が
�
り
ま
せ
ん
。
加
工
用
米
の
う
る
ち
は

価
格
が
安
い
。
そ
う
し
た
と
き
�
輸
出
の

お
誘
い
を
い
た
だ
い
て
い
て
、
お
ま
け
�

政
府
備
蓄
米
と
同
じ
価
格
帯
だ
っ
た
の
で

輸
出
�
動
い
た
ん
で
�
。

熊
野　

先
物
は
安
い
と
き
�
は
８
５
３
０

円
�
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
�
れ
は
佐
藤
さ

ん
が
輸
出
し
て
い
る
コ
メ
よ
り
安
い
ん
で

は
な
い
で
�
か
？

佐
藤　

え
え
。

熊
野　

そ
う
し
た
ら
先
物
を
買
っ
て
輸
出

�
る
こ
と
も
可
能
な
わ
け
で
�
よ
ね
。

佐
藤　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
�
。

熊
野　

先
物
は
活
用
し
て
い
る
ん
で
�

か
？

佐
藤　

い
い
え
。
自
分
た
ち
で
生
産
と
集

荷
�
る
も
の
が
先
物
を
通
さ
な
く
て
も
売

り
口
が
�
る
も
の
で
�
か
ら
。

熊
野　

先
物
�
つ
い
て
一
つ
言
い
た
い
の

は
、
一
般
投
資
家
は
自
己
責
任
で
や
る
と

い
う
こ
と
で
�
。
先
物
市
場
�
参
加
�
る

の
は
リ
ス
ク
が
�
る
、
自
分
の
金
を
預
け

る
わ
け
で
�
か
ら
。

昆　

そ
れ
は
、
農
家
で
は
な
く
、
投
資
家

�
と
っ
て
で
�
よ
ね
？

熊
野　

え
え
、
そ
う
で
�
。
も
う
一
つ
言

い
た
い
の
は
日
本
の
取
引
所
の
甘
さ
で

�
。
ス
�
ッ
プ
高
が
続
く
と�
解
け
合
い
�

を
や
る
ん
で
�
。解
け
合
い
と
い
う
の
は
、

要
は
売
り
手
と
買
い
手
の
玉
が
こ
れ
以
上

�
上
が
る
と
収
拾
つ
か
な
く
な
る
と
い
う

ん
で
、
消
し
ち
ゃ
う
ん
で
�
。
ロ
ン
ド
ン

の
先
物
で
30
年
ほ
ど
前
�
粗
糖
が
27
倍
�

な
り
ま
し
た
け
ど
、
向
こ
う
は
解
け
合
い

を
し
な
い
ん
で
�
ね
。さ
�
が
ア
ン
グ
ロ
・

サ
ク
ソ
ン
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
の

先
物
市
場
は
も
っ
と
自
由
�
な
っ
て
、
完

全
な
自
己
責
任
で
や
ら
な
い
と
発
展
は
な

い
で
�
よ
。

昆　

自
由
�
し
な
い
と
ジ
ャ
�
ニ
カ
米
の

指
標
�
な
ら
な
い
で
�
よ
ね
。で
�
け
ど
、

そ
れ
は
投
資
家
の
問
題
で
�
っ
て
、
生
産

者
の
立
場
は
違
う
わ
け
で
�
ね
。

千
田　

３
年
前
�
先
物
を
試
験
上
場
し
た

と
き
、
私
は
国
�
こ
ん
な
お
願
い
を
し
た

ん
で
�
。
つ
ま
り
、
コ
メ
が
余
れ
ば
買
い

上
げ
る
、
足
り
な
く
な
れ
ば
放
出
�
る
、

そ
う
い
う
こ
と
は
絶
対
�
や
ら
な
い
で
く

れ
と
。
我
々
�
は
商
売
を
�
る
う
え
で
の

基
本
フ
�
ー
ム
が
�
っ
て
、
今
年
は
こ
れ

だ
け
コ
メ
が
収
穫
で
き
た
の
で
先
安
だ

な
っ
て
い
う
の
は
、
自
然
体
で
�
れ
ば
予

測
が
つ
く
ん
で
�
ね
。
そ
れ
�
基
づ
い
て

先
物
を
考
え
る
。
で
も
、
国
が
買
い
上
げ

る
と
い
う
外
部
的
因
が
加
わ
っ
て
需
給
や

価
格
の
変
動
が
起
き
る
と
、
ま
っ
た
く
予

想
が
立
た
な
く
な
る
ん
で
�
。
25
年
産
で

35
万
t
を
隔
離
�
る
話
が
昨
年
秋
か
ら
出

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
�
農
水
省
が

言
っ
た
こ
と
は
、
全
米
販
か
ら
も
隔
離
の

要
望
が
挙
が
っ
て
い
る
と
。
つ
ま
り
、
オ

タ
ク
の
お
仲
�
の
中
�
も
そ
れ
を
望
ん
で

い
る
業
者
が
い
る
っ
て
い
う
ん
で
愕
然
と

し
た
わ
け
で
�
。
た
だ
、
今
年
春
ま
で
35

万
t
の
隔
離
は
見
送
ら
れ
、
い
ま
だ
�
決

ま
ら
な
い
ま
ま
来
て
い
ま
�
。
こ
れ
は
い

い
方
向
だ
し
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
先
物
は

機
能
�
る
は
ず
で
�
。
過
去
２
年
�
の
試

験
上
場
で
先
物
が
振
る
わ
な
か
っ
た
の

は
、
国
が
関
与
し
�
ぎ
た
か
ら
で
は
な
い

自
由
な
市
場
に
せ
よ

千
田
み
ず
ほ
㈱　

社
長

千
田 

法
久
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で
し
ょ
う
か
。

熊
野　

先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
�
農
産
物
検

査
法
が
改
正
さ
れ
て
、
画
像
解
析
が
承
認

さ
れ
た
と
き
�
、
そ
の
デ
ー
タ
で
コ
メ
を

売
買
で
き
る
よ
う
�
な
れ
ば
、
日
本
の
農

家
経
営
�
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
�
な
る
。
繰

り
返
し
�
な
り
ま
�
け
ど
、
そ
う
い
う
仕

組
み
づ
く
り
を
早
め
�
構
築
し
て
、
コ
メ

ビ
ジ
ネ
ス
を
活
性
化
さ
せ
な
い
と
い
け
な

い
ん
で
�
よ
ね
。
そ
れ
�
は
大
規
模
生
産

者
が
集
ま
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
議
論
し
た

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
�
か
ね
。

佐
藤　

で
も
、
そ
れ
は
や
せ
我
慢
と
い
う

の
が
�
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
�
か
。
要
は
、

自
己
責
任
で
売
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん
な

こ
と
ま
で
し
な
く
て
い
い
よ
っ
て
い
う
。

熊
野　

た
だ
、
コ
メ
を
産
業
化
�
れ
ば
農

家
全
体
の
利
益
�
な
る
と
思
う
ん
で
�

よ
。

佐
藤　

こ
こ
ま
で
出
か
か
っ
て
い
て
言
お

う
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
ん
で
�
が
、
実

は
私
た
ち
は
来
年
度
�
新
規
事
業
を
立
ち

上
げ
る
ん
で
�
よ
。
熊
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
な
こ
と
も
機
能
さ
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
�
。
た
だ
、
我
々
が
ベ
ー
ス

�
な
っ
た
ん
じ
ゃ
金
融
側
が
了
承
し
な
い

の
で
、
パ
ー
�
ナ
ー
�
た
し
か
な
企
業
を

つ
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
。
全
農
と
の

関
係
で
詳
し
い
こ
と
は
表
�
出
せ
ま
せ
ん

が
、
輸
出
用
米
だ
け
�
特
化
し
た
よ
う
な

体
制
づ
く
り
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
�
。
た
だ
、
表
で
は
そ
う
い
う
や
り

方
で
�
け
ど
、
中
身
は
主
食
用
も
や
り
ま

�
。
こ
れ
だ
け
で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

熊
野　

水
面
下
で
は
そ
う
い
う
動
き
が
出

て
い
る
ん
で
�
ね
。

佐
藤　

我
々
は
少
な
か
ら
ず
そ
う
い
う
こ

と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
�
。
さ
っ
き

ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
�
な
る
と
い
っ
た

じ
ゃ
な
い
で
�
か
。
そ
れ
を
見
据
え
て
い

る
ん
で
�
よ
。
そ
の
と
き
�
ど
う
農
家
と

連
携
し
、
ど
う
マ
ー
ケ
ッ
�
と
つ
な
げ
て

�
げ
よ
う
か
と
い
う
こ
と
で
�
よ
ね
。

熊
野　

全
体
を
動
か
�
�
は
大
規
模
な
稲

作
経
営
者
た
ち
の
力
が
必
要
で
�
よ
。

昆　

稲
作
経
営
者
っ
て
い
う
け
れ
ど
、
大

部
分
は
経
営
者
で
は
な
く
、
作
業
員
な
ん

で
�
よ
。
い
ま
だ
�
農
�
要
求
を
し
て
い

る
。
政
府
�
向
か
っ
て
言
っ
て
い
る
わ
け

な
ん
で
�
よ
。
で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
�
は
お

客
さ
ん
だ
ろ
っ
て
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
が
要
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
自
分

た
ち
の
経
営
を
守
る
た
め
�
、
そ
も
そ
も

先
物
を
農
家
同
士
で
語
る
こ
と
が
タ
ブ
ー

�
な
っ
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
熊
野
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
重
要
だ
と
感

じ
ま
�
ね
。

熊
野　

農
水
省
の
先
物
担
当
者
た
ち
は
、

頼
ま
れ
れ
ば
ど
こ
�
だ
っ
て
説
明
�
行

く
っ
て
い
う
ん
で
�
か
ら
。
産
地
の
人
た

ち
は
説
明
を
受
け
た
ほ
う
が
い
い
で
�

よ
。

佐
藤　

私
も
米
先
物
取
引
運
営
委
員
の
一

人
と
し
て
い
つ
も
農
水
省
で
言
う
ん
で
�

が
、
も
っ
と
わ
か
り
や
�
い
プ
ロ
セ
ス
の

話
は
で
き
な
い
の
っ
て
。
先
物
で
農
家
の

手
取
り
は
こ
れ
く
ら
い
�
な
る
っ
て
い
う

試
算
を
は
っ
き
り
出
し
た
ほ
う
が
い
い
。

先
物
は
仕
組
み
を
理
解
�
る
ま
で
が
難
し

い
で
�
よ
。

昆　

今
日
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し

て
、
生
産
者
も
農
協
も
卸
も
み
ん
な
甘
い

汁
の
中
�
浸
か
っ
て
い
る
ん
だ
な
っ
て
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ

こ
こ
�
来
て
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て

し
ま
う
。
将
来
か
ら
逆
算
�
れ
ば
、
先
物

を
ど
う
活
用
�
る
か
を
考
え
る
べ
き
と
き

な
ん
で
�
よ
。

佐
藤　

消
費
の
キ
ャ
パ
が
小
さ
く
な
っ
て

い
る
の
�
、
生
産
量
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。だ
か
ら
、需
給
は
い
つ
で
も
ミ
ス
マ
ッ

チ
で
、
見
え
な
い
在
庫
が
は
び
こ
っ
て
い

る
ん
で
�
よ
。
そ
れ
が
ガ
ン
で
�
よ
。

千
田　

多
く
の
生
産
者
は
生
産
目
標
数
量

を
守
っ
て
い
れ
ば
正
し
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
�
。
そ
の
目
標
を
厳
守
し
な
か
っ
た

人
た
ち
�
よ
っ
て
米
価
が
下
が
っ
て
い
る

�
お
り
を
、
な
ぜ
自
分
た
ち
が
受
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
い
う
気
持
ち
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
ど
ん
な
売
り
方
を
し
よ

う
が
、
作
っ
て
売
っ
た
ほ
う
が
勝
ち
で

�
っ
て
、
売
れ
な
け
れ
ば
負
け
な
ん
で
�

ね
。
そ
れ
が
経
�
の
論
理
な
ん
で
�
。

昆　

そ
う
言
う
と
反
発
が
来
る
ん
で
�

よ
。
お
前
た
ち
は
農
�
の
敵
な
の
か
っ
て

（
笑
）。

熊
野　

そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
ま
し
ょ
う
か
。

こ
こ
ま
で
落
ち
込
ん
だ
米
価
が
コ
メ
の
業

界
を
変
え
て
い
く
ん
で
�
。
国
が
何
か
し

た
ら
そ
れ
こ
そ
終
わ
り
で
�
ね
。
生
産
者

�
は
先
物
市
場
を
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
、

経
営
を
築
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

昆　

危
機
は
米
価
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と

で
は
な
く
、
事
態
の
変
革
を
認
識
で
き
て

い
な
い
こ
と
。
そ
れ
を
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
�

る
方
法
と
し
て
先
物
が
�
る
。
さ
ら
�
、

�
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
別
の
選
択
肢
も
�
り

う
る
と
。
困
難
は
�
る
け
ど
、
そ
れ
を
ど

う
ク
リ
ア
�
る
か
を
考
え
る
の
が
経
営
者

で
�
る
わ
け
で
�
。

熊
野　

先
物
市
場
は
Ｉ
T
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
�
ば
ら
し
く
価
値
を
持
つ
こ

と
�
な
り
ま
�
。
中
国
の
鄭
州
や
シ
ン
ガ

�
ー
ル
で
も
新
潟
の
�
コ
シ
ヒ
カ
リ
�
が

受
け
渡
し
で
き
る
よ
う
�
な
る
で
し
ょ

う
。
単
�
先
物
市
場
が
�
る
だ
け
で
は
意

味
が
な
い
ん
で
�
。
い
ま
生
き
て
い
る
人

た
ち
が
新
し
い
価
値
を
つ
け
て
、
こ
の
市

場
を
発
展
さ
せ
な
い
と
日
本
の
コ
メ
は
産

業
化
さ
れ
ま
せ
ん
。
最
後
�
そ
の
こ
と
を

強
く
訴
え
て
お
き
ま
�
。


